
 

・パターンダイヤ化による分かりやすい時刻表の設定 

・幹線区間の明確化 

・国道 17号に新設される道の駅との接続検討 

 

・交通事業者、沿線市との調整 

・利便性向上策の検討 

・市民アンケートの実施 

 

・幹線区間における運行本数の増加、パターンダイヤ化 

・最終便の延長 

・運行ルートの変更、商業施設との接続強化 

 

・交通事業者、沿線自治体との調整 

・けやきウォークとの調整、乗り継ぎ環境の検討 

・市民アンケートの実施 

広域幹線検討状況について 

                                  

１.事業概要 

 前橋市地域公共交通網形成計画において、中心市街地と渋川市方面及び南部拠点・玉村町方面を

結ぶ路線を「広域幹線」として位置付けている。都市の基軸となる幹線公共交通軸となるよう、

輸送力の向上や利便性の向上を図っていく。 

 

２．課題及び検討経過 

（１）幹線区間の明確化、パターンダイヤ化を含めたダイヤ案の調整 

（２）経路変更を含む各種施設との接続調整 

（３）利用環境の向上（パーク＆バスライド、待合環境の充実） 

 

 （関越交通）前橋渋川線 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②（永井運輸）新町玉村線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 ２     

取り組みの方向性 

検討経過 

取り組みの方向性 

検討経過 



３.取り組み状況 

（１）前橋渋川線のダイヤ改正 （下記：関越交通株式会社ＨＰより抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）前橋渋川線の交通系ＩＣカードの導入 

 国・群馬県の支援を受け、前橋渋川線を含む関越交通主要路線にて、群馬県初となる交通系ＩＣ

カード「ＰＡＳＭＯ」が導入。交通系ＩＣカードの導入は、前橋市地域公共交通網形成計画の重点

施策の一つでもあり、利便性の向上にも繋がる。 

 

 

 

４.今年度の進め方 

（１）交通結節点の設定及び乗換え環境の向上 

 ➢幹線交通軸への乗換え環境を向上させるため、けやきウォークや新道の駅といった広域幹線沿線施

設と調整を行う。併せて、パーク＆バスライド、サイクル＆バスライド候補地との調整を進める。 

（２）待合環境の向上（ハイグレードバス停の設置） 

 ➢広域幹線沿線上にハイグレードバス停を設置し待合環境を整備する。 

（３）南部拠点・玉村町方面のパターンダイヤ化及び経路変更（案）の確定 

 ➢けやきウォークへの路線変更を含めた関係者間の調整を行う。また、既存の路線やシャトルバ

スと相互利用しやすいダイヤ調整を検討していく。 

【渋川方面行】 

2020年 4月 1日ダイヤ改正にて 

平日 前橋駅発 日中 4本/ｈ以上 

概ね 10分、27分、40分、57分前橋駅発のパターンダイヤ化 

【前橋駅行】 

2020年 4月 1日ダイヤ改正にて 

平日 群大荒牧 日中 2本/ｈ以上 

前橋自動車教習所～前橋駅 日中 4本/ｈ以上   


